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『学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル 

～「学校の新しい生活様式」～について』を踏まえた対応について（通知） 

このことについて、文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課から別紙写しのとおり本マニ

ュアルを参考に、感染症対策に努めていただくよう依頼がありました。 

つきましては、下記のとおり対応することといたしました。各市町村教育委員会におかれまし

ては、本通知を踏まえ、貴所属の幼稚園長、小・中・義務教育学校長及び特別支援学校長へ周知

くださるようお願いします。 
 なお、本マニュアルで示された地域の感染レベルについて、現時点において本県の感染レベル

は“レベル１”と判断されることから、県立学校長へは、令和２年５月１５日付け２教健第１７

５号「学校における教育活動の再開について」に基づき、下記の事項に留意するよう通知してお

ります。 

ただし、今後の児童生徒及び教職員等の生活圏におけるまん延状況により、感染レベルの判断

が変わる場合は、おって連絡いたします。 

この内容については、県の保健福祉部と情報共有しておりますことを申し添えます。 
記 

１ 感染リスクの高い学習活動等について 

  令和２年５月１５日付け２教健第１７５号別紙「学校再開に当たっての教育活動のあり方に

関する指針」で示したとおり、感染リスクの高い学習活動等（本マニュアル第３章にある活動

含む）については、学校再開１か月後の開始を目途としており、改めて通知します。 

２ 部活動について 

  同指針では、学校再開２週間経過後の６月８日（月）から実施することとしています。しか

し、練習試合等については、活動中止期間があったことを考慮し、感染防止対策を行った上、

保護者や生徒本人の意向を十分に尊重し、６月１３日（土）以降から実施可能とします。 

３ 特別支援学校においての対応について 

 ・ 指導の際に接触が避けられないことから、身体の接触を多く伴う校外学習や自立活動等の

感染リスクの高い教育活動については、指導計画や指導方法を見直し、感染拡大防止に努め

ること。 

 ・ 医療的ケアを含む基礎疾患等を有する児童生徒については、主治医の見解を保護者に確認

するとともに、指導医や学校医にも相談しながら、個別に登校を判断すること。 

 

 

 （問い合わせ先 高校教育課   主幹 箱崎 電話 ０２４－５２１－７７６９） 

（       義務教育課   主幹 西牧 電話 ０２４－５２１－７７３２） 

（       特別支援教育課 主幹 赤坂 電話 ０２４－５２１－７７７９） 

（       健康教育課   主幹 佐藤 電話 ０２４－５２１－７７７７） 






